
Keynoteで効果的に推敲を行う

思い出を言葉に（表現を工夫して書こう）
小学校６年 国語

ICTを活用した学習場面とそのつながりを意識してみましょう

学習の目標 
　作品の形式（俳句・短歌・詩など）を決めて、比喩や反復などの工
夫を取り入れて作品を作る。文の修正や語順の入れ替えをする上で効
果的にiPadを活用することができる。

iPadを活用して文の修正や語順の入れ替えを行う 
　Keynoteを使うとキーワードを自由に書き込んだり、移動させたり
しながら文章の構成を考えていくことができます。

文部科学省　「学びのイノベーション事業」実践研究報告書（平成26年）によって整理された学習場面
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①「確率」の学習の導入場面です。同じケーキを食べたいA
さんは「10円硬貨を２枚投げて同じ面が出たら自分が食べ
る」という提案をします。違う面が出るより、同じ面が出
る方が出やすいと考えたからです。

②実際に硬貨を投げる実験をしてAさんの考えが正しいか
を確かめましょう。10円硬貨を１人20回投げてその結果を
Numbersに入力します。iCloudDriveで共有していますの
で全員の結果がリアルタイムで表示されていきます。

③実験の結果と。

B4 表現・制作B 個別学習 B4 表現・制作B 個別学習

④完成した作品は画面キャプチャして、schoolTaktに貼り
付けて共有します。工夫を取り入れた友達の作品を電子黒
板で共有して、さらに自分の表現にいかします。次時はさ
らに推敲を重ね完成させます。

　上の写真の作品を制作している児童は「白波ジャンプ」という言葉に思い入れを持ちました。大切に
したいと思った語句を左上に固定したままで、ラフティングでの思い出を表現するために、いろいろ語
句を並べていきました。 
　語句の順序を入れかえるたびに、声に出して読み、調子のよさを確かめました。どのようにしたら読
み手に気持ちが伝わっていくのかを考えて推敲していきます。 
　ラフティングの写真を背景に入れたことは児童が発想を広げる上で大きな支援となっていました。
（最終的に出来上がった作品は左ページの写真④です。）

キーボード入力
　小学校３年生の国語の授業でローマ字を履修しますので、
キーボードでの入力を行うことができるようになります。 
　参観させていただいた授業でもスムーズに入力が行われて
いました。Pagesは文章を書くことに使われるAppですから
キーボードの練習にも適しています。

②自分にとって書きたいことを詳しく思い出すためにノー
トに「イメージマップ」をいくつか書いて検討をしていま
す。これをもとに何を中心に取り上げるかが児童の頭の中
で明らかになっていきました。

①電子黒板を使って前時の学習の振り返りを行なっていま
す。反復や比喩、語順の入れ替え、リズムなどについて工
夫することや形式は、俳句・短歌・詩の３つであることを
確認しました。

③伝えたいことを意識しながら詩の形式で書くことにしま
した。比喩やくり返しなどを意識しながら仕上げていきま
す。言葉や文の順序を変えるなどしながら、言葉のリズム
を整えていきました。

西春近南小学校　６年　座光寺翔 先生の実践をもとに推進センターで編集させていただきました


